アウトガス測定用サンプル準備要領・注意事項ほか
九州工業大学
アウトガス測定を実施するにあたり、以下の要領でサンプルを準備願います。
1.　サンプルの形状
a) アウトガス測定用サンプル
形状はフィルム状もしくはブロック状とします。1.5~3.0mm角になるように細かく切断してください。アウトガス測定対象ではない材料（金属など）を含まないよう、注意してください。多く場合、アウトガス測定対象材料は有機材料なので、有機物だけを取り出し、加工してください。金属材料がアウトガス測定対象となる場合はこの限りではありません。
2.　サンプル量
a) アウトガス測定用サンプル
上述形状のサンプルを、1種類の材料につき必ず3g以上準備してください。1種類につき3個のアウトガス測定用サンプルを作り、測定します。1個あたりの質量は200mg以上です。「3g以上」は予備サンプル込みの分量です。

3.　「アウトガス測定サンプル識別票」の作成
特に機密事項でない限り、「アウトガス測定サンプル識別票」（JAXAと同一フォーマット）の作成をお願いしています。試験したサンプルの素性を明らかにし、データベースとして蓄積し、今後のプロジェクトに活用することを目的としています。サンプルの情報は、知りうる限りの情報を詳しく記載してください。素材分類番号および用途分類番号は添付の票を参考にご記載ください。
機密事項によりサンプルの素性・材質、用途・プロジェクトを開示できない場合は、測定費用が割高になります。
注意事項
a) サンプルは素手で触れないこと。
b) サンプルの加工(切断)の際は、カッターナイフ等の刃を良く清掃して、サンプルの汚染に注意すること。但し、刃の清掃に水及び有機溶剤を使用した際は、十分に乾燥した後に加工すること。
c) サンプルを送付する際は、清浄な容器または、アルミホイル等で包装すること。
d) サンプルは返送しませんのでご注意ください。
e) 測定結果の報告は本文書に記載の報告書例の通りです。申込後の追加での報告書などの提出には応じられませんのでご注意ください。
f) 研究設備を使用した試験のため、突発的な設備故障などにより発生した試験の遅れおよび中止には一切責任を負いませんのでご了承ください。
素材・用途分類番号一覧表
	分類番号
	素材名
	分類番号
	用途

	1
	シリコーン系
	1
	接着剤

	2
	エポキシ系
	2
	コーティング材

	3
	フッ素系
	3
	フォーム材

	4
	ポリエステル
	4
	ポッティング・モールド材

	5
	ポリエーテル
	5
	テープ・シート・クロス類

	6
	ポリアミド
	6
	プリント基材

	7
	ポリイミド
	7
	構造部材

	8
	ポリウレタン
	8
	コード・ケーブル・ケーブル被膜

	9
	複合資材
	9
	電気部品材

	10
	その他
	10
	潤滑剤

	
	
	11
	塗料・マーキングインク

	
	
	12
	緩衝材

	
	
	13
	その他


アウトガス測定サンプル識別票
	材　料　名*1
（正式名称を記載！）
	（日本名）
	

	
	（英語名）
	

	化学物質名
	
	素材分類番号
	

	製造メーカ *1
	（日本名）
	

	
	（英語名）
	

	識別番号
	
	市販の有無
	有　・　無

	サ　ン　プ　ル　状　況
	混合比
	重量比　・　体積比

	
	硬　化　条　件
	
	ステップ１
	ステップ２
	ステップ３
	ステップ４
	ステップ５

	
	
	温度
	
	
	
	
	

	
	
	時間
	
	
	
	
	

	
	
	雰囲気
	
	
	
	
	

	
	
	調整年月日
	
	
	
	
	

	
	その他の条件
	

	サンプル重量(g) *2
	g

	サンプル用途 *1

（使用ﾌﾟﾛｼﾞｭｸﾄ等）
	（日本名）
	
	用途分類番号

	
	（英語名）
	
	

	サンプル提供メーカ *1
	（日本名）
	

	
	（英語名）
	


	測定依頼者 連絡先
	

	その他の特記事項
	


*1：日本語、英語の両方を記入すること。 

*2：サンプルは3g以上必要


アウトガス測定サンプル識別票（記入例）
	材　料　名 *1
（正式名称を記載！）
	（日本名）
	接着剤 RKE-112 A/B

	
	（英語名）
	Adhesive RKE-112 A/B

	化学物質名
	シリコーン樹脂（ポリシロキサン）
	素材分類番号
	1

	製造メーカ *1
	（日本名）
	スペースケミカル株式会社

	
	（英語名）
	Space Chemical Corporation

	識別番号
	 04001
	市販の有無
	有　・　無

	サ　ン　プ　ル　状　況
	混合比
	 A / B = 100/80                         重量比　・　体積比

	
	硬　化　条　件
	
	ステップ１
	ステップ２
	ステップ３
	ステップ４
	ステップ５

	
	
	温度
	100℃
	120℃
	
	
	

	
	
	時間
	1時間
	3時間
	
	
	

	
	
	雰囲気
	空気中
	空気中
	
	
	

	
	
	調整年月日
	2 Mar. ’03
	2 Mar. ’03
	
	
	

	
	その他の条件
	　サンプル形状：円状(3mmφ×2～3mmh)

　サンプル色　：白色

	サンプル重量(g) *2
	3.75 g

	サンプル用途 *1

（使用ﾌﾟﾛｼﾞｭｸﾄ等）
	（日本名）
	Y-1ロケット電子部品固定用接着剤
	用途分類番号

	
	（英語名）
	Adhesive for Electoronic Parts of Y-1 Rocket
	1

	サンプル提供メーカ *1
	（日本名）
	株式会社　エアロスペース

	
	（英語名）
	Aerospace Corporation

	測定依頼者 連絡先
	（株）エアロスペース　宇宙技術第一課

　筑波 太郎

〒305-8505 つくば市千現2-1-1

Tel 029-868-2283　　Fax 029-868-2968

	その他の特記事項
	


*1：日本語、英語の両方を記入すること。 

*2：サンプルは3g以上必要
LaSEINE-○○-OGS-　　
【会社名】・【サンプル名称】
アウトガス測定結果報告書（例）
○○年○○月○○日
国立大学法人　九州工業大学

○○○○○○
　　　　　　　　　　　○○○○○○
○○○○○○
1.　測定結果（平均値および標準偏差：サンプル数３）
	
	
	

	
	サンプルA
	サンプルB

	TML
	○.○±○.○%
	○.○±○.○%

	CVCM
	○.○±○.○%
	○.○±○.○%

	WVR
	○.○±○.○%
	○.○±○.○%


＜評価の目安＞
TML < 1.00%, CVCM < 0.10%　が宇宙用材料として推奨される。
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